


















田

私
的
医
療
資
源
の
地
域
的
分
散
の
必
要
性
に
つ
い
て

定
住
圏
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

な
お
、

北
海
道
老
人
生
活
実
態
調
査
（
北
海
道
民
生
部
〔
25
〕
）

に
よ
れ
ば
、

老
人
健
康
診
査
を
受
け
な
い
理
由
と
し

て

距
離
的
要
因
を
挙

げ
る
者
は
都
市
部
に
少
な
く
郡
部
に
多
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

性
・

年
齢
階
層
別
の
受
給
行
動
の

計
量
的
把
握
ほ
今
後
の
課
類
で
あ
る
。

(

20

)

都
市
部
と
農
村
部
で
は
自
治
体
病
院
の
赤
字
の
原
因
が
異
な
る
。

前
者
の
場
合
は
医
療
費
体
系
の
問
題
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ

れ
に

つ
い
て
は
、

西
村
〔
54
〕、

道
北
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
〔
19
〕、

吉
本
〔
72
〕

参
照
。

(
21
)
（
22
)

吉
本
〔
72
〕、

北
海
道
保
健
医
療
対
策
協
議
会
〔
21
〕

等
参
照
。

(

23

)

十
勝
圏
農
村
部
八
病
院
の
う
ち
六
つ
は
昭
和
三
0
年
ま
で
に
、

残
り
二
つ
は
昭
和
四
0
年
ま
で
に

設
置
さ
れ
た
。

北
海
道
で
も
昭
和
二

0
年

後
半
か
ら
急
速
に
増
加
、

昭
和
三
0
年
ま
で
に
過
半
が
設
置
さ
れ
た
（
北
海
道
保
健
医
療
対
策
協
議
会
〔
21
〕
）。

(

24

)

吉
本
〔
72
〕‘

―

二
八
頁
に
よ
れ
ば
、
「
い
ま
、

小
さ
な
町
や
村
で
も
独
自
の
総
合
病
院
を
持
ち
た
い
と
町
村
長
が
大
き
な
公
約
を
掲
げ
て
」

い
る
と
い

う
。

政
策
的
検
討

以
上
の
よ
う
な
北
海
道
の
地
域
保
健
医
療
問
題
に
つ
い
て、

北
海
道
で
は、

九
七
九
年
「
北
海
道
保
健
医
療
基
本
計
画」
（
以
下、

基
本
計
画
と
い
う。
）

と
し
て
基
本
的
な
考
え
方
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た。

こ
れ

ら
に
一

貫
し
て
流
れ
る
考
え
方
は、

増
大
す
る
医
療
需
要
に
対
し
て
医
療
資
源
は
有
限
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に、

地
域
保
健
医

療
の
体
系
化
を
通
じ
て、

有
限
な
人
的
物
的
保
健
医
療
資
源
を
効
率
的
に
最
大
限
活
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で、

地
域
保

健
医
療
の
体
系
化
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
内
容
は、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
段
階
に
対
応
し
て
重
層
的
な
医
療
圏
を
想
定
し、

各
医
療
機

(

25

)
 

関
の
機
能
の
分
担
と
相
互
の
有
機
的
な
連
携
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

以
下、

本
稿
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
立
地
論
の
観
点
か
ら
基

本
計
画
の
考
え
方
を
吟
味
し
つ
つ
二
、

三
の
点
に
つ
い
て
政
策
的
検
討
を
行
う。

（三）

一

九
六
九
年
以
来
各
種
の
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ、

四




























































































